
＜実施内容＞

＜記録写真＞

全員初めてのzoomトーク。楽しく話せて 少人数ですが、みかん狩りに 最後のzoomトーク「snsでバズるには」
ホッとしました。 行きました。

＜参加者からのコメント＞
ホアンさん(ベトナム) / Mr.TRUONG VAN HOANG (Vietnam) 森田修平さん（日本）/Mr.MORITA Shuhei

広げよう、ネットワーク！ - 話っ、輪っ、和っ！2020 -

令和２年５月〜令和３年１月

zoom、静岡大学浜松キャンパス、等

外国人留学生 その他外国人 日本人学生 地域住民
スタッフ

大学関係者
その他

（来場者等）

団体名 静岡県留学生等交流推進協議会
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合計

252名

事業名

実施期間

場　　　所

20
参加者数

インドネシア料理に話が逸れましたが(笑)

わわわに参加したことでモチベーションが上がり、自信を持て
るようになりました。日本語を学んできた私ですが、日本人に
話す自信がありませんでした。そこで、自分への挑戦として、
去年は参加者として、2020年は実行委員として参加しまし
た。今年はコロナの影響で大人数ではなかったですが、楽し
く活動できました。ZOOMで話し合って少人数でミカン狩り、料
理作りなどを行いました。振り返って昨年の自分と比べて、日
本人と話せるようになり成長していると思います。

6

私は国際交流に興味があり、実行委員として参加しまし
た。実際に組織を運営していくにあたり、交流の楽しさの
みならず、組織運営の難しさや自分の長所や短所も見い
だせることができたので勉強になりました。本年度は
Zoomで交流するのがメインでしたが、参加者全員が力強
く日々を過ごしていることを共有してくれたので、寧ろ私が
力をもらいました。祖国から遠く離れ、日本人のシャイな
性格も相まって寂しさを覚えている留学生も少なくないは
ず。また、私のように留学生と友達になりたいと思ってい
る日本人も少なくないはず。そんな私たちを繋げる輪を
作ってくれる「わわわ」がいつまでも続いてほしいな、と思
いました。

　ともに地域でコロナ禍を乗り切る仲間として、大学生（留学生・日本人学生）が地域住民を交えて、zoomで関心の
ある話題を話し合うトーク企画と、小規模の対面企画を行った。11名の大学生実行委員とともにどのように実施す
るか５月以降検討を重ね、静岡大学国際連携推進機構教員を顧問に、３回のzoomトークと、３回の対面企画を実
施した。実行委員はユニフォーム代わりのマスクを作成、参加者には参加記念としてマスクを配布し、コロナウィル
ス感染対策を講じた。

【zoomトーク】
　10/24　1.ステイホームを楽しもう！　 2.自分が将来どのような人になりたい？
　11/14　1.未来予想図Ⅱ〇Ⅱ〇　　 2.理想の部屋
　12/19　1.snsでバズるためには…？　 2.周りに流されないようにするには

【対面企画】
　11月　 みかん狩り、料理会
　1月　　初詣
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	様式6-3（HP用原稿）

